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株主の皆様へ

代表取締役社長

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は当社の事業運営にあたりまして、格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上

げます。

　当連結会計年度における我が国経済は、政府の景気対策等の効果もあり総じて

緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、景気の先行きとしては、不

安定な国際情勢などの要因により依然として不透明な状況で推移しております。

　当社グループの関連するICT市場全体の需要動向は、IoTや人工知能を活用し

た製品・サービスなどの需要が見込まれ、緩やかに増加すると予測されており

ます。その中において、ボタン電話装置関連への投資は、介護老人保健施設向

けや外国人宿泊施設向けの各種ニーズに対応した新規需要が見込まれますが、

リプレイス期間の長期化、クラウド型音声サービスへの置き換えや機器のソフ

ト化により減少傾向にあります。

　このような状況下で、当社グループは平成27年4月からスタートした「第三

次中期経営計画」の最終年度を迎え、経営の重点課題として、「事業規模の拡大」

と「経営体質の強化」に取り組んでまいりました。

　「事業規模の拡大」につきましては、更なる成長発展を目指してインターホン

事業に本格的に参入する等、新規事業に積極的に取り組んでまいりました。

　インターホン事業では「集合住宅向けIPインターホン」の取り扱いを開始し、

お客様のライフスタイルの変化に対応した商品ラインアップの強化を図ってま

いりました。今後も「安心・安全・便利をつなげるインターホン」をめざし、

お客様のニーズを取り入れた商品を提供してまいります。

　また、主力製品であるIPテレフォニーシステム「NYC－Si」の利便性を更に

強化し、平成30年1月より発売を開始いたしました。今回の機能強化では、社
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内SNSや簡易CTIを提供する「オフィスアシスト」に在席情報

や通話状態を表示するプレゼンス機能を追加すると共に、同時

期に販売を開始したオールインワン・インフォメーション端末

「AIO－71」や防水タイプ多機能電話機「NYC-30WPAW」

との連動を可能といたしました。

　オールインワン・インフォメーション端末「AIO－71」は、

平成28年2月に発売し好評を頂いている高性能Android搭載

端末「AIO－51」の新機種で、自治体向け「住民広域見守りサー

ビス」や、ホテル・旅館の客室端末などにご利用いただけます。

　引き続き、お客様のニーズに合わせたトータルソリューショ

ンサービスを提供していくと共に、市場環境の変化に柔軟に対

応した新商品開発・新規事業開拓を推進してまいります。

　「経営体質の強化」につきましては、生産能力の強化と効率向

上のため、IoTを活用した原価低減活動と、製造革新活動の手

法を用い間接部門の業務改善によるコスト削減を図ってまいり

ました。引き続き更なる原価低減とコスト削減を推進してまい

ります。

　当連結会計年度の業績につきましては、売上高は18,865

百万円（前期比0.2％増）となりました。利益面では、業務の

効率向上と経費を抑制できたため、営業利益は862百万円（前

期比111.1％増）、経常利益は933百万円（前期比81.3％増）

となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は609百万

円（前期比92.4％増）となりました。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

 平成30年６月

2

010_0547001303006.indd   2 2018/06/05   19:49:22



トピックス

IoTセンシング技術による「製造/設備データ無線収集システム」発売
〜自社工場のノウハウを集約した「ものづくり」支援システムを提供〜

位置情報活用 IoTソリューション「“誰”・“どこ”みまもりシステム®」発売
〜徘徊対策、位置情報付呼出、迷子防止他 幅広い活用を想定〜

70年余りのものづくりで培った生産・品質管理ノウハウの実績と、保有す
る通信技術の活用により、製造現場の設備稼働管理、生産管理、予防保全を
連携させた「製造/設備データ無線収集システム」を2017年11月に発売
しました。
自社開発の無線通信モジュール/ゲートウェイとセンサ、タブレット端末等
を活用して製造ラインの稼働状況、生産計画に対する進捗状況、設備の予防
保全等の一括管理を可能とするものです。目的に合わせて各種センサの外付
けが可能、幅広く対応できるのが大きな特長です。
今後、スマートファクトリーの実現に向けて実運用に適したシステム、アプ
リケーションを随時追加提供していく予定です。

携帯性に優れた小型・軽量の呼出しボタンや固定型発信機を利用して、介護
施設内などで誰がどこにいるかを把握して通知するシステムを2017年 
10月に発売しました。
基本的な利用形態として呼出しボタンを施設利用者の名札ケースなどに入れ
て身に着けていただき、施設内に設置した受信機で、呼出しボタンが定期的
に発信する信号や、ボタンを押した場合に発信する信号を検知し、スマート
フォン/タブレット（弊社開発のアプリをインストール）に位置情報と共に
通知する仕組みです。
スマートフォン用に各種アプリケーションを用意しており、保育園などで
の園外活動や、物流の現場での利用など幅広い分野での活用も想定してい
ます。
※「“誰”・“どこ”みまもりシステム」は㈱ナカヨの登録商標です。

BLE（Bluetooth Low Energy）利用による
低消費電力発信機

小型・軽量
呼出しボタン付きタグ

固定型発信機
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Topics

日本パッケージングコンテスト2017【適正包装賞】受賞

空き箱片付け作業を時短する多機能ビジネスホンNYC-Siシリーズの梱包箱

IPテレフォニーシステム「NYC-Si」用CTIアプリケーション「CTIアシスト」を2018年4月に発売しました。
各種顧客情報や、電話で受けた用件の記録をパソコンのクリック操作で保存・共有し、必要に応じて検索・メール発信等に利用でき、業務
の質を大きく向上させる「働き方改革」を提供します。
販売を担当するナカヨ電子サービス㈱では「CTIアシスト」を、あんしん電話サポート5年*付きで提供し、これにより、迅速・安心な導入
が可能となります。多数の便利機能を容易に使いこなして業務効率向上を図ることができます。
同年1月にはインカムモード通話、防水タイプ多機能電話機、オールインワン・インフォメーション端末「AIO－71」等
新機能や新電話機のラインアップも追加しました。

＊あんしん電話サポートは、ナカヨ電子サービス㈱が提供する、取扱い等に関する電話問い合わせへの対応サービスです。
※「CTIアシスト」はナカヨが商標登録出願中です。

Siシリーズの梱包箱が、日本包装技術協会主催の日本パッケージングコンテスト2017にて包装技術賞
「適正包装賞」を受賞しました。
設置工事完了後、複数の空き箱を手早く安定して重ねることができ、そのまま主装置の箱にコンパクト
にまとめ廃棄できる、すなわち現場での空き箱解体・撤収作業の時間短縮を実現できるという点が受賞
のポイントとなりました。この受賞により世界のパッケージングコンテストへも日本代表の一員として
参加し、「WorldStar Packaging Awards2018」で受賞することができました。本件は特許出願済
です。
今回の梱包箱の開発は、ナカヨ製品の設置工事に携わる方々より幅広くご意見を頂きながら取り組んだ結果実現したものです。今後も 
お客様に満足して頂ける商品の提供に努めて参ります。

CTIアシスト オールインワン・
インフォメーション端末

「AIO-71」

あんしん電話サポート5年＊付きで「CTIアシストTM」発売
〜IPテレフォニーシステム「NYC-Si」 電話対応から働き方改革を提供！〜
インカムモード通話／防水タイプ多機能電話機／オールインワン・インフォメーション端末「AIO－71」等
新機能・端末ラインアップも追加

【IPテレフォニーシステム　　　　　　  シリーズ】

防水タイプ
多機能電話機

パッケージングコンテスト世界大会
「WorldStar Packaging Awards2018」【ワールドスター賞】受賞
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財務ハイライト�
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売上高ソリューション別の状況
【レガシーコミュニケーション】 13,601百万円

電子ボタン電話機、移動体端末、
IPネットワーク機器、電話機、構内交換機器、
電話応用機器、ターミナルアダプタ等

【ネクストコミュニケーション】 1,562百万円
セキュリティ関連、移動体モジュール等

【EMSソリューション】 617百万円
製造受託関連、受託開発等

【NBソリューション】 1,484百万円
OA機器関連、システム関連、環境関連等

【サービスソリューション】 1,600百万円
保守･工事費、プロバイダ関連等

レガシーコミュニケーション
72.0%

ネクストコミュニケーション
8.3%

EMSソリューション
3.3%

サービスソリューション
8.5%NBソリューション

7.9%

売上高構成比率

（注）平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。
前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われた仮定して「1株当たり当期純利益」を算出しております。

5

010_0547001303006.indd   5 2018/06/05   19:49:24



■�連結貸借対照表� （単位：百万円；切捨表示） ■�連結損益計算書� （単位：百万円；切捨表示）

■�連結株主資本等変動計算書　当連結会計年度（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）� （単位：百万円；切捨表示）

連結財務諸表� Consolidated financial statements

期　　別
科　　目

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当連結会計年度
（平成30年３月31日）

資産の部

流動資産 14,130 15,055

固定資産 7,683 8,416

有形固定資産 3,098 2,880

無形固定資産 748 692

投資その他の資産 3,836 4,844

資 産 合 計 21,813 23,471

負債の部

流動負債 4,128 4,395

固定負債 998 1,262

負 債 合 計 5,126 5,658

純資産の部

株主資本 16,050 16,452

その他の包括利益累計額 636 1,360

純 資 産 合 計 16,686 17,813

負 債 純 資 産 合 計 21,813 23,471

期　　別
科　　目

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平成28年4月 1 日

至 平成29年3月31日） （自 平成29年4月 1 日
至 平成30年3月31日）

売上高 18,836 18,865
売上原価 15,343 14,752

売上総利益 3,492 4,113
販売費及び一般管理費 3,084 3,250

営業利益 408 862
営業外収益 110 102
営業外費用 4 31

経常利益 514 933
税金等調整前当期純利益 514 933
法人税等 194 324
当期純利益 320 609
非支配株主に帰属する当期純利益 3 ―
親会社株主に帰属する当期純利益 316 609

株主資本 その他の包括利益累計額
純資産合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計
当期首残高 4,909 4,515 7,042 △ 416 16,050 736 △� 100 636 16,686

当期変動額

剰余金の配当 △ 219 △ 219 △ 219

親会社株主に帰属する当期純利益 609 609 609

自己株式の取得 △ 2 △ 2 △ 2

自己株式の処分 7 8 15 15
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 538 185 724 724

当期変動額合計 － 7 389 6 402 538 185 724 1,127

当期末残高 4,909 4,522 7,432 △ 410 16,452 1,275 85 1,360 17,813

■�連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円；切捨表示）

項　　　　目
前連結会計年度 当連結会計年度

（自 平成28年4月 1 日
至 平成29年3月31日） （自 平成29年4月 1 日

至 平成30年3月31日）
営業活動によるキャッシュ・フロー 1,636 1,340
投資活動によるキャッシュ・フロー △  657 △  586
財務活動によるキャッシュ・フロー △  368 △  267
現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △ 0
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 609 485
現金及び現金同等物の期首残高 4,164 4,774
現金及び現金同等物の期末残高 4,774 5,260
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〒371-0853 群馬県前橋市総社町一丁目3番2号
TEL：０２７（２５３）１１１１（代）

事業拠点一覧
■当　　　社

株式会社ナカヨ
本 社･前 橋 工 場 〒371-0853 群馬県前橋市総社町一丁目3番2号

027（253）1111（代）

群 馬 工 場 〒379-2105 群馬県前橋市東大室町165番地
027（268）3000（代）

東京オフィス（営業統括本部・情報技術研究所）
〒108-0075 東京都港区港南一丁目7番18号 

A-PLACE品川東7階
西 日 本 支 社 〒540-6591 大阪府大阪市中央区大手前一丁目7番31号

OMMビル7階
06（6314）6501（代）

北 日 本 事 業 所 〒016-0122 秋田県能代市扇田字扇渕4番5
0185（58）3611（代）

■連結子会社
ナカヨ電子サービス株式会社

本 　 　 　 　 社 〒108-0075 東京都港区港南一丁目7番18号 
A-PLACE品川東7階
03（6712）1700（代）

NYCソリューションズ株式会社
本 　 　 　 　 社 〒108-0075 東京都港区港南一丁目7番18号 

A-PLACE品川東7階
03（5460）1133（代）

株主メモ

事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日
期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日 3月31日

中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町１-１
TEL 0120―232―711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　http://www.nyc.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その
他のやむを得ない事由が生じた時には、日本経済新
聞に公告いたします。）

（ご注意）
1. 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい

る口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社
等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんので
ご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合
せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

ホームページのご案内

株式会社ナカヨ

http://www.nyc.co.jp/
決算短信など、最新の企業情報をご覧いただけます。
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